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Ⅰ 研究の目的 

対話性を重視した学びの視点から，日々の教育実践を捉え直し，それらを引き出す有効な手立てや要素

を考える。子どもの思いや行動等を受け止めながら，対話性を重視した学びに基づいて授業実践を積み重

ねる。 

 

Ⅱ 本校における対話性の捉え 

本校では，対話性を「相互主体的に，自分の考えを表現したり他者の考えを受け止めたりする中で，新

たな認識を柔軟につくり出す態度や性質」と定義した。 

  

  

 

Ⅲ 授業作り 

研究授業，一教師一授業，部内研究会と実践を重ねてきた中で，対話性を重視した学びにおける授業実

践において大切にしなければならない視点が少しずつ明らかになってきた。授業作りにあたり，二つの視

点を大切にしている。一つ目は「子どもの内面を大切にする」こと，二つ目は「それぞれの主体的な思い

や考えを尊重しながら，違いを活かす」ことである。 

  

 

対話性を重視した学びに基づく教育実践の創造 


